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路線バス8台の運行(錦ケ丘六丁目～仙台駅前)
によるCO2排出

プロジェクト名 A 重油ボイラから国産間伐材を利用した木質バイオマスボイ
ラへの更新プロジェクト
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認証有効期間
2015年1月1日～2015年12月31日

愛子観光バス株式会社

愛子観光バス株式会社は自社が運行する路線バスから排出されるCO2をオフセットする。路線バス8台の燃料使用による
CO2排出を東北地域のJ-クレジットを利用してカーボン・オフセットする。愛子観光株式会社ではアイドリングストップの徹底
化、エコドライブの推進、デジタル・ドライブ・レコーダーによる運転管理を行い削減努力を行っている。

差別化が図りづらい分野であるバス事業でのカーボン
オフセットであるため東北地域初と言う新規性とともに、
モデル性が高く、他地域への展開の可能性が大きい。

新聞にも本取り組みが掲載されるなど、注目度も高く、
路線バスでの一般消費者への刷り込み式のPRのため
普及啓発効果も高い。


